
血糖自己測定（Self―Monitoring of Blood Glucose，

SMBG）機器は酵素法を測定原理としているが，酵素

としてはグルコース・オキシダーゼ（GOD）とグルコ

ース・デヒドロゲナーゼ（GD）が用いられている．

GOD法はさらに色素法と電極法に分けられるが，電

極法では溶存酸素の影響を受けることが知られ，低酸

素血症では高値誤差，高酸素血症では低値誤差が生じ

ることが知られている．

GD法は検体の溶存酸素の影響は受けないが，グル

コースの基質特異性に問題があり，グルコース以外の

糖（マルトース，ガラクトースなど）と反応する場合が

あることが問題である．GDには 2種あり，補酵素と

して NADまたは NADPを必要とする GD（酵素番

号：EC 1.1.1.47）はグルコース基質特異性が確かめら

れている．一方，補酵素としてキノンまたはその類似

化合物を必要とする GD（酵素番号：EC 1.1.5.2）では，

グルコース以外の糖（アルトース，ガラクトース，イ

コデキストリンなど）とも反応することが知られてい

る1）．具体的には表 1に示すグルコカード Gメーター

（アークレイ），フリースタイル（キッセイ／ニプロ），

アキュチェック・コンフォート，コンパクト，アクテ

ィブ（ロシュ）である．

これらの SMBG機器を糖尿病患者が自宅で血糖値

をモニターするために使用する場合はほとんど問題が

ない．マルトースなどが高濃度に存在することは通常

ありえないからである．しかし，手術室などでマルト

ースが点滴されている患者の血糖値の測定に使用され

ると，高血糖と過って判断されインスリンが過量投与

され，低血糖となるおそれがある．したがって，これ

らの SMBG機器を手術室や病棟で絶対に使用しては

ならない．

SMBGのMは患者が血糖値をmonitoringするため

のMであり，measurementのMではない．Measure-

mentには検査部や検査科に備えられた機器により測

定するか，また，Point of Care Testing（POCT）のため

の機器として評価が定まった機器を用いるべきである．

もし手術室などでマルトースなどの影響を受ける

GDを用いた SMBG機器がmeasurementのための機

器として用いられているとしたら，糖尿病の専門家の

目の届かないところで危険な医療行為が行われかねな

い．糖尿病の専門家は院内の総点検を行い，SMBG

機器の誤った使用があったら直ちに廃棄することを勧

告すべきである．
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安全対策通知

血糖自己測定機器の適正使用について

表 1 血糖自己測定機器の測定原理から見た分類と溶存酸素およびマルトースの影響

測定原理 溶存酸素の影響 マルトースなどの影響 SMBG機器（メーカー）

グルコース・オキシダーゼ色素法 受けない 受けない メディセーフ・リーダー（テルモ）
メディセーフ・ミニ（テルモ）

グルコース・オキシダーゼ電極法 受ける 受けない グルコカード α（アークレイ，アベンティス）
グルテスト・エース（三和化学研究所）
プレシジョン Q・I・D（アボット・ジャパン）
デキスター Z II（バイエル・メディカル）
アクセンシア・ブリーズ（バイエル・メディカル）
ワンタッチ・ウルトラ（ジョンソン・エンド・ジョンソン）

グルコース・デヒドロゲナーゼ電極法 1
（補酵素：キノンあるいはその類似物）

受けない 受ける グルコカード Gメーター（アークレイ，アベンティス）
グルテスト・ネオ（三和化学研究所）
フリースタイル（キッセイ／ニプロ）
アキュチェック・コンフォート（ロシュ・ダイアグノスティックス）
アキュチェック・コンパクト（ロシュ・ダイアグノスティックス）
アキュチェック・アクティブ（ロシュ・ダイアグノスティックス）

グルコース・デヒドロゲナーゼ電極法 2
（補酵素：NADまたは NADP）

受けない 受けない エキストラ（アボット・ジャパン）
ソフタック（アボット・ジャパン）
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